
Swagelok®チューブ継手の利点
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●  極めて高い硬度
●  延性を保持
●  非常に優れた耐食性
●  寸法への影響はなし



チューブ・グリップ力
●   独自のヒンジ・コレット機能により、チューブへ
の密着性やグリップ性能が向上

Swagelok 特許バック・フェルール構造

設計における数々の特徴が相互に作用して生まれる
Swagelokチューブ継手の卓越した性能

● Swagelok 特許バック･フェルール構造により、ヒンジ・コレット機
能が生まれ、Swagelokチューブ継手の下記の 3要素におけ
る卓越した性能が実現

■ チューブ・グリップ力
■ ガス・シール性
■  耐振性

● バック・フェルールの SAT12表面硬化処理 （特許）、厳しい
管理により実現した一連の動作による締め付け、優れた構
造により、チューブ継手の各コンポーネントはアセンブリー
の際に相互に調和して系統的に機能します。

ガス・シール性
●   研磨作用により、集中的に確実な気密性を保持する
広いシール面を形成

耐振性
●   この広い範囲でのコレッティング機能により、
より効果的にシステムの振動によるチューブ・
グリップ部の応力上昇を分散
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